








研究計画 

内分泌調節や行動パターンを考えてみると、脳に機能的な性差があることは明らかである

。最近、脳に形態的な性差があることがラットやハムスターなどの実験動物で判明した。

光学顕微鏡レベルでは、ラットの視索前野の内側部の一部の神経細胞群に雌雄差があり、

雄の方が雌より神経細胞群の大きさが大きく、細胞数も多い。この他に、扁桃体内側核で

も神経核の体積に雌雄差があることが知られている。これらの神経細胞群の大きさは遺伝

的に雌雄で決まっているのではなくて、周生期のホルモン環境によって決まる。 

さらに、電子顕微鏡レベルでは、視索前野の背内側部、視床下部弓状核、扁桃体内側核で

シナプス結合パターンに性差があることがラットにおいて知られており、これらの部位の

神経回路の配線の雌雄パターンについても、出生時には未分化で、出生後早期の性ホルモ

ン環境によって決まることが判明している。 

本研究では、脳内で構造的性差の認められる部位を検索し、その性差が発現する機序を生

後発生の過程で追及しようとするものである。これは自閉症の発症頻度に性差があり、男

児に有意に多いという事実と関連して興味深い問題であると考えられる。 


